
    

 

 

 

 

 
 

ホームページ https://www.sendai-shimincenter.jp/miyagino/iwakiri/index.html  

または 岩切市民センターで検索  
   

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 
      

 

 

 

 

 

 
     

 

 

 

 （公財）仙台ひと・まち交流財団

岩切市民センターだより

す

ず
むし

りんりんちゃん

お預かりした個人情報は、講座の運営のみに使用させていただきます。なお、講座内で撮影した写真を市民セン

ターだより・ホームページ等へ掲載する場合がありますので、ご了承ください。 

令和６年度も多くの皆様にご利用いただきましてありがとうございました。 
令和 7 年度も皆様に学びの場・出会いの場としてご利用いただけるよう、管理運営に努めてまいりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。 

 

玄関ロビーで「忘れ物」の展示をします。 
展示物に心当たりのある方は事務室までお
声掛けください｡シューズ･ボール･ウェア等 
※３月29日（土）までにお申し出の無い物は
処分させていただきます。 

 

 

令和7年度市民センター使用料減免登録を
受け付けています。 
 
まだ手続きをされていない団体の方は 
お早めにお願いします。 

 使用料の減免登録は
お済みですか？ 

岩切市民センターを活動拠点にしているサー

クルの作品を１階ロビーに展示します。 

素敵な作品たちを是非ご覧ください。 

折り紙サークル「はぎ」 

展示期間 

３月７日(金)～３月２８日(金) 

展示期間 

３月１日(土)～３月２９日(土) 

ロビー展示のお知らせ 

対 象 60 歳以上の方 80 名(先着) 
開講日 令和 7 年 5 月 6 月 7 月 9 月 

10 月(全 5 回) 
毎月第 3 水曜日 10:00～11:30 

会 費 学友会費として 1,000 円   
受 付 令和 7 年 3 月 6 日(木)10:00～ 
   年会費を添えて直接市民センターへ 

お申し込みください。 

開講式  ５月２１日（水） 

会場：岩切市民センター 3 階研修室 

*当日は写真撮影がありますので、9 時 30 分 

までに市民センターへお越しください。 

https://www.sendai-shimincenter.jp/miyagino/iwakiri/index.html


 

 

 

 
     

 

 

  

 2/1(土)に家庭教育地域交流会主催事業「学んで！遊
んで！サイコーリサイクルフェス」を開催しました。近
年耳にすることが多くなった『SDGs』について、岩切地
域の地元企業(株)サイコーさまを講師にお迎えし、ゲー
ムやクイズラリー、ペットボトルキャップをアップサイ
クルしてつくるキーホルダー制作など、ワークショップ
形式で学びました。最後にはお土産もいただき、子ども 
も大人も、参加者もスタッフも楽しそうに 
活動していました。参加した子どもたちか 
らは、「キーホルダーづくりが楽しかった。」 
「またやりたい！」といった声をいただき 
ました。 

令和 6 年度家庭教育地域交流会主催事業

学んで！遊んで！
サイコーリサイクルフェス

岩切子育て応援事業

保健師さんに聞いてみよう！
～ママと子どもの育児サポート～

広がれ！スズムシの輪(りーん)

2/18(火)「広がれ！スズムシの輪（りーん）」の企画員

会議を開催しました。令和６年度の反省と令和７年度に

向けての具体の活動についての話合いが持たれ、特に令

和７年度は、スズムシを自宅で育てていただける里親を

広く募集しようという話にまとまりました。また、１１

月から岩切市民センターが 

大規模改修工事に入ること 

から、その間のスズムシの 

飼育場所をどうするか、出 

前授業や配布会等の準備を 

どうするかについても併 

せて協議しました。 

２月１日 

２月7日

日 

２月１８日 

このセンターだよりはリサイクルできます。 

 

2/7(金)いわきり子育てネットワークに所属している

子育てサークルのママさんたちが企画員となり、自身が

学びたいことを考えて講座として開催しました。 

日頃の子育てで不安に思っていること

を、保健師さんからのお話しと個別の相談で

解消するという内容です。 

当日は同室託児の見守りサポートがあ

り、お子さん同士で遊んだりしている間にママ達は受講

するというスタイルで行い、保健師さんとじっくりお話

しすることができたので、帰る 

ころには安心した様子が見られ 

ました。 


